【出納帳を作る】
2009.7

◆Sheet1とSheet2とSheet3に下のようなデータを入力します。

〔Sheet1〕

[image: image1.emf]


※A列の「No」は、「100」まで入力します

〔Sheet2〕
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〔Sheet3〕
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※3行目の「月」は、「12月」まで入力します

◆シート名を変更します。

Sheet1
伝票

Sheet2
日計

Sheet3
科目集計

◆科目集計シートの科目名の部分に名前の定義を設定します。

名前の定義を設定するセル番号　と　名前

A4～A24
科目
◆伝票シートのC列（科目）の部分に入力規則を設定します。

入力規則を設定するセル番号

C5～C104

入力規則内容

入力値の種類：
「リスト」を選択

元の値：
＝科目　と入力

↑

イコールの記号は、半角で入力

◆伝票シートに関数を設定します。

関数を設定するセル番号


G5

設定する関数式

=IF(AND(E5="",F5=""),"",G4+E5-F5)
関数の説明
入金と出金ともに空白ならば、空白を表示、違うならば残高を表示

関数のコピー

G5の数式を元に、G6～G104まで数式をコピーする

◆伝票シートに条件付書式設定を設定します。

条件付書式設定をするセル番号

G4

ルールの種類

指定の値を含むセルだけを書式設定

ルールの内容

セルの値
次の値に等しい
＝""

↑

イコール、記号は、半角で入力

書式

塗りつぶし：ピンク系

◆日計シートに関数、数式を設定します。

数式を設定するセル


B1

設定する数式

=伝票!B1

関数を設定するセル


B4

設定する関数

=SUM(B7:B37)

関数の説明
1ヶ月の入金合計を表示

数式を設定するセル


C4

設定する数式

=SUM(C7:C37)

関数の説明
1ヶ月の出金合計を表示

数式を設定するセル


D4

設定する数式

=伝票!G4+日計!B4-日計!C4

数式の説明
現在の残高

数式を設定するセル


A7

設定する数式

=B1

関数を設定するセル


A8

設定する関数

=IF(A7="","",IF(MONTH(A7+1)>MONTH($B$1),"",A7+1))
関数の説明
前日が空白ならば、空白、違うならB1の月より大きければ空白、
違うならば、前日+1の日付を表示

（関数の結果は、シリアル値で表示になります。表示形式を日付に設定してください）

関数のコピー

A8の数式を元にA9～A37まで数式をコピーする

関数を設定するセル


B7

設定する関数

=IF(A7="","",IF(COUNTIF(伝票!$B$5:$B$104,日計!A7)=0,"",

SUMIF(伝票!$B$5:$B$104,日計!A7,伝票!$E$5:$E$104)))

関数の説明
伝票の日付で、入力されていない時は空白、

違うならば、同じ日付の入金合計を表示

関数のコピー

B7の数式を元にB8～B37まで数式をコピーする

関数を設定するセル


C7

設定する関数

= IF(A7="","",IF(COUNTIF(伝票!$B$5:$B$104,日計!A7)=0,"",

SUMIF(伝票!$B$5:$B$104,日計!A7,伝票!$F$5:$F$104))）

関数の説明
伝票の日付で、入力されていない時は空白、

違うならば、同じ日付の出金合計を表示

関数のコピー

C7の数式を元にC8～C37まで数式をコピーする

関数を設定するセル


D7

設定する関数

= IF(AND(B7="",C7=""),伝票!G4,伝票!G4+日計!B7-日計!C7)

関数の説明
入金、出金が空白ならば伝票シートのG4の残高を表示、

違うならば現在の残高を表示

関数を設定するセル


D8

設定する関数

= IF(AND(B8="",C8=""),"",$D$7+SUM($B$7:B8)-SUM($C$7:C8))
関数の説明
入金、出金が空白ならば空白、違うならば、現在の残高を表示

関数のコピー

D8の数式を元にD9～D37まで数式をコピーする

◆科目集計シートに関数を設定します。

関数を設定するセル


B4

設定する関数

=SUMIF(伝票!$C$5:$C$104,科目集計!$A4,伝票!$F$5:$F$104)

関数の説明
伝票シートの科目列から、科目集計シートの指定した科目と

同じ出金を合計した値を表示

関数のコピー

B4の数式を元にB5～B24まで数式をコピーする

関数を設定するセル


B25

設定する関数

=SUM(B4:B24)
関数の説明
1ヶ月の全科目の合計

◆12ヶ月分の作成

伝票シート、日計シートを各11シート分コピーする

伝票シートのシート名を変更する
伝票 (1)

↑ここに半角のスペースをいれて、
半角で(1)と入力する

日計シートのシート名を変更する
日計 (1)

↑ここに半角のスペースをいれて、
半角で(1)と入力する

伝票 (2)～(12)の B1 をそれぞれの月の1日に変更する

伝票 (2)
2009/2/1

伝票 (3)
2009/3/1

・

・

・

伝票 (12)
2009/12/1

日計 (2)～(12)の シート内にある数式内容を置換する

（1）を

日計 (2)
（2）

日計 (3)
（3）

・

・

・

日計 (12)
（4）

科目集計シートの関数をコピーする

B4～B24の数式をコピーし、C4～M24に貼り付ける

B25の数式をコピーし、C25～M25に貼り付ける

各月の数式内容の置換する

C4～C24
(2)

D4～D24
(3)

E4～E24
(4)

F4～F24
(5)

G4～G24
(6)

H4～H24
(7)

I4～I24
(8)

J4～J24
(9)

K4～K24
(10)

L4～L24
(11)

M4～M24
(12)

◆各シートの体裁を整える

<現金出納帳の使い方>

伝票 (1)～(12)のシートにそれぞれのお金の出入りを入力します。

入力する時の注意点

・日付は西暦を入力して下さい。

・日付は前後してもかまいません。（後で並べ替えができます）

・科目は必ず選択して下さい。

・空白行を入れないで下さい。

日計 (1)～(12)と科目集計のシートは、何も入力しなくても自動で全て集計してくれます。

ですので、入力をするのは伝票 (1)～(12)のシートのみとなります。
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